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県文《奥村永福夫妻画像》永福寺蔵
ー「よみがえった文化財」よりー

特別陳列 よみがえった文化財【古美術】

藤田喬平《虹彩》　東京国立近代美術館蔵
ー「いろどりとすがた」よりー

■ 絵画と調度【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

■ 石川の工芸教育【近現代工芸】

⿟⿟ 12月の企画展示室
⿟⿟ 展覧会回顧
⿟⿟ 企画展Topics
⿟⿟ ０才からのファミリー鑑賞会
⿟⿟ 12月の行事案内

東京国立近代美術館工芸館名品展
いろどりとすがた
ガラス・染織・人形・金工から

藤田喬平《虹彩》 1964年
東京国立近代美術館蔵

ー「いろどりとすがた」よりー
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第2展示室
特別陳列

よみがえった文化財
11月23日（金・祝）～12月24日（月・休）　会期中無休

　

石
川
県
は
、
平
成
九
年（
一
九
九
七
）に
石
川
県
立
美
術
館

の
付
属
施
設
と
し
て
、
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
を
開

設
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）に
は
、
建
物
の

老
朽
化
に
伴
い
美
術
館
の
広
坂
別
館
に
隣
接
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
主
と
し
て
地
元
北
陸
の
文
化
財

修
復
の
拠
点
と
な
る
べ
く
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。
修
復
工

房
で
は
、（
一
財
）石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
協
会
の
修
復
技

術
者
が
、
指
定
文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
作
品
の
修

復
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
昨
年
に
は
修
復
工
房
の
二
十
周
年

を
迎
え
、
企
画
展「
よ
み
が
え
っ
た
文
化
財
」を
開
催
す
る
こ

と
で
、
文
化
財
の
保
存
と
修
復
の
視
点
か
ら
、
加
賀
の
文
化

や
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
概
観
し
、
修
復
工
房
の
歩
み
と
と
も

に
、
文
化
財
の
保
存
と
修
復
の
現
状
・
今
後
の
展
望
を
考
察

し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
昨
年
度
手
が
け
た
修
復
作
品
の
中
か
ら
指
定

文
化
財
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
修
復
後
初

公
開
の
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
修
復
過
程
も
合

わ
せ
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
北
陸
の
文
化
財
を
守
り
伝
え
て

い
く
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
美
術
館
と
修
復
工
房
の
活
動

を
知
っ
て
い
だ
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

主
な
展
示
作
品

　

重
要
文
化
財　

石
黒
信
由
関
係
資
料（
高
樹
会
所
蔵
）

　

石
川
県
文　

奥
村
永
福
夫
妻
画
像（
永
福
寺
所
蔵
）

　

石
川
県
文　

黒
楽
茶
碗　

銘
北
野　

添
状

�

（
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
）

　

金
沢
市
文　

仏
涅
槃
図（
高
巌
寺
所
蔵
）

　

白
山
市
文　

林
西
寺
本
白
山
曼
荼
羅
図（
林
西
寺
所
蔵
）

　

七
尾
市
文　

十
三
仏
画
像（
妙
観
院
所
蔵
）

　

昨
年
度
修
復
作
品
に《
奥お

く

村む
ら

永な
が

福と
み

夫
妻
画
像
》（
表
紙
）が
あ
り
ま
す
。
永
福（
一
五
四
一
～
一
六
二
四
）は
尾
張
荒

子
の
時
代
よ
り
前
田
利
家
の
父
利
春
や
兄
利
久
に
仕
え
、
利
家
に
従
い
能
登
の
末
森
城
の
城
将
と
な
り
、
佐
々
成

政
の
攻
撃
か
ら
城
を
守
り
抜
い
た
前
田
家
の
重
臣
で
す
。
修
復
後
初
公
開
に
合
わ
せ
て
、
末
森
城
の
戦
い
の
際
に

永
福
が
使
用
し
た
と
さ
れ
る
兜
や
陣
羽
織
を
公
開
し
ま
す
。
ま
た
前
田
家
で
は
、
明
治
時
代
に
初
代
利
家
を
は
じ

め
と
す
る
一
族
の
肖
像
画
模
写
と
同
時
に
、
家
臣
の
肖
像
画
模
写
も
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
永
福
像
の

模
写
作
品
も
展
示
し
ま
す
の
で
、
奥
村
永
福
そ
の
人
を
偲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
文

化
財
を
後
世
へ
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
の
学
芸
員
と
修
復
技
術
者
の
活
動
を
紹
介
す
る
展
示
で
す
。
常
時
公
開
し

て
い
る
修
復
工
房
と
合
わ
せ
て
是
非
と
も
ご
覧
下
さ
い
。

学芸員の眼

石川県文《黒楽茶碗 銘北野 添状》修復後 石川県文《黒楽茶碗 銘北野 添状》修復前
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第3・4展示室

優品選【近現代絵画・彫刻】

11月23日（金・祝）～12月24日（月・休）
会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

絵画と調度
11月23日（金・祝）～12月24日（月・休）
会期中無休

　

こ
の
会
期
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
名
品
展
の

開
催
に
伴
い
近
現
代
の
絵
画
・
彫
刻
部
門
を
三
室
か
ら
二
室

に
縮
小
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
画
は
前
回
に
引
き
続
き「
日
本
画
と
異
国
情
緒
」を

テ
ー
マ
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
明
治
期
か
ら
果
敢
に
西
洋
的

な
文
物
に
挑
戦
し
て
き
た
日
本
画
。
し
か
し
、
絹
本
に
薄
塗

り
の
岩
絵
具
と
い
う
マ
チ
エ
ー
ル
で
は
少
々
の
違
和
感
を
覚

え
ま
す
。
戦
後
、
岩
絵
具
を
厚
塗
り
す
る
マ
チ
エ
ー
ル
が
流

行
す
る
と
、
異
国
情
緒
を
見
事
に
表
現
で
き
る
日
本
画
作
品

が
増
え
ま
し
た
。
現
代
感
覚
豊
か
な
当
館
所
蔵
品
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

洋
画
か
ら
は
、
自
画
像
二
点
を
紹
介
し
ま
す
。
心
臓
手
術

を
終
え
た
自
ら
を
ポ
ン
コ
ツ
車
に
例
え
た
、
脇
田
和《
ポ
ン

コ
ツ
車
を
誘
導
す
る
鳥
》と
、
鴨
居《
１
９
８
２
年 

私
》。
画

風
も
何
も
か
も
違
う
二
点
で
す
が
、
自
身
が
お
か
れ
た
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
自
虐
的
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
し
て
い

る
点
で
は
共
通
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

彫
刻
作
品
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
鉄
な
ど
、
金
属
を
素
材

と
し
た
抽
象
彫
刻
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
展
や
野
外
彫
刻
展
・
野
外
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
な
ど
で
活

躍
す
る
重
田
照
雄
の《
心
意
空
間
》や
、
直
線
と
曲
線
を
共
存

さ
せ
た
フ
ォ
ル
ム
に
特
徴
が
あ
る
島
屋
純
晴《
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

－
８　

大
地
か
ら
空
間
へ
》な
ど
は
、
ど
こ
か
ら
眺
め
て
も

楽
し
い
作
品
で
す
。
現
代
的
な
感
覚
を
感
じ
る
金
属
彫
刻
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

版
画
か
ら
は
脇
田
和
の
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。《
首
回
り
》、《
ワ
イ
シ
ャ
ツ
》、《
く
つ
し
た
》、
い
ず
れ

も
脇
田
和
の
セ
ン
ス
あ
る
暮
ら
し
ぶ
り
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
「
調
度
」を
辞
書
で
調
べ
る
と
、
日
常
使
う
手
回
り
の
道
具

や
器
具
類
、
ま
た
小
型
の
家
具
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
今
回

の
特
集
は
調
度
に
改
め
て
着
目
す
る
も
の
で
す
が
、
加
賀
藩

主
・
前
田
家
の
道
具
類
と
い
う
点
で
、
日
常
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
今
日
と
は
少
し
異
な
り
ま
す
。そ
し
て
展
示
さ
れ
る
文
台
・

硯
箱
や
脇
息
、
刀
掛
な
ど
は
、
前
田
家
に
お
い
て
も
貴
重
な

も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

大
名
家
の
調
度
と
い
え
ば
、婚
礼
調
度
も
連
想
さ
れ
ま
す
。

一
八
二
七
年
に
、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
息
女
溶
姫
が
、

加
賀
藩
十
三
代
藩
主
・
前
田
斉
泰
の
も
と
に
輿
入
れ
し
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
江
戸
の
同
家
上
屋
敷
の
南
に
造
営
さ
れ
た

門
が
現
在
の
東
京
大
学
赤
門
で
す
。
今
回
は
輿
入
れ
の
際
の

持
参
道
具
か
ら
、
文
房
具
と
化
粧
道
具
の
一
部
を
展
示
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
黒
漆
塗
で
金
蒔
絵
に
よ
り
葵
紋
を
散
ら
し
た

若
松
唐
草
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
関

連
し
て
、《
姫
君
入
輿
行
列
図
巻
》も
展
示
し
ま
す
。

　

そ
の
他
絵
画
で
は
、
狩
野
探
幽
の
大
作《
達
磨
渡
江
図
》に

注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
禅
宗
を
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
伝

え
た
と
さ
れ
る
達
磨
が
、
蘆あ

し

の
葉
に
乗
っ
て
揚
子
江
を
渡
っ

た
と
い
う「
蘆
葉
達
磨
」の
説
話
を
描
い
た
本
図
は
、
当
初
加

賀
藩
の
江
戸
上
屋
敷
に
あ
っ
た
達
磨
亭
の
床
壁
貼
付
だ
っ
た

も
の
を
剥
が
し
、
軸
装
に
改
め
た
も
の
で
す
。
水
墨
の
作
例

が
多
い「
蘆
葉
達
磨
」に
著
色
で
挑
戦
し
、
ま
た
右
斜
め
後
方

か
ら
対
象
を
捉
え
る
異
例
の
構
図
を
と
る
な
ど
、
発
注
者
の

前
田
家
と
幕
府
の
御
用
絵
師
・
探
幽
と
の
創
造
的
な
取
り
組

み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
さ
ら
に
、
前
田
家
十
六
代
・
利

為
が
収
集
し
た
日
本
画
、
木
彫
も
展
示
し
ま
す
。

《達磨渡江図》狩野探幽脇田和《首回り》
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第5展示室　東京国立近代美術館工芸館名品展

いろどりとすがた ガラス・染織・人形・金工から

11月24日（土）～12月24日（月・休） 会期中無休

　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
は
、二
〇
二
〇
年
を
目
標
に
、石
川
県
へ
移
転

し
ま
す
。そ
こ
で
、工
芸
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
よ
り
多
く
方
に
ご
覧
い
た
だ
く

た
め
、二
〇
一
六
年
か
ら
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。本
年
は
、「
い
ろ
ど
り
と

す
が
た
」と
題
し
、「
ガ
ラ
ス
・
染
織
・
人
形
・
金
工
」の
四
分
野
か
ら
五
十
五
点

の
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

滝
つ
ぼ
に
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
る
水
の“
す
が
た
”、
差
し
込
む
光
に
き
ら
め

く
虹
の“
い
ろ
ど
り
”を
表
し
た
、藤
田
喬
平《
虹
彩
》。
熱
す
る
と
柔
ら
か
に
と
ろ

み
を
帯
び
る
ガ
ラ
ス
の
性
質
を
活
か
し
、
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
技
法
で
制
作
さ
れ

て
い
ま
す
。
発
表
し
た
際
、
藤
田
自
身
が「
流
動
ガ
ラ
ス
」と
呼
ん
だ
よ
う
に
、
ガ

ラ
ス
の
う
ご
め
く
姿
が
瞬
間
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

作
品
を
前
に
し
た
時
、ま
ず
目
に
飛
び
こ
ん
で
く
る
要
素
で
あ
る「
色
」や「
形
」

は
、
素
材
や
技
法
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
作
品
の“
い
ろ
ど
り
”や“
す
が

た
”を
通
し
て
、
作
家
の
探
求
が
生
み
出
す
多
彩
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　

会
期
中
に
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
オ
ー
プ
ン
日
が
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
よ
り
一

日
遅
い
十
一
月
二
十
四
日（
土
）か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

日
時　

十
二
月
十
五
日（
土
）十
時
三
〇
分
～
十
一
時（
開
場
十
時
）

　

演
目　
「
和
洋
の
織
り
な
す
夢
幻
」

◆
講
演
会

　

日
時　

十
二
月
十
五
日（
土
）十
一
時
～
十
二
時
三
〇
分

　

講
師　

小
笠
原
小
枝
氏（
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
東
京
国
立
博
物
館

�

客
員
研
究
員
）

　

演
目　
「
近
現
代
の
染
織
」

◆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

　

日
時　

十
二
月
九
日（
日
） 

十
四
時
～
十
五
時

　

講
師　

三
代
畠
春
斎
氏（
金
工
家
・
出
品
作
家
）

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

�

十
一
月
二
十
四
日（
土
） ・
十
二
月
十
六
日（
日
）・
十
二
月
二
十
三
日（
日
）・

十
二
月
二
十
四
日（
月
・
休
）

　

い
ず
れ
も
十
一
時
～

◆
タ
ッ
チ
＆
ト
ー
ク

　

十
二
月
二
日（
日
）　

十
四
時
～
十
五
時

※
当
日
申
込
受
付
・
先
着
十
名

※
参
加
費
不
要
で
す
が
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

高橋禎彦《花のような》 2004年

喜多川平朗《能衣装唐織黒紅段》 1962年

面屋庄甫《根っこの唄》 2013年

佐々木象堂《蠟型鋳銅置物　瑞鳥》 1958年

いずれも東京国立近代美術館蔵
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1階企画展示室
再興第103回

院展金沢展
12月6日（木）～19日（水） 会期中無休

　

日
本
美
術
院
は
岡
倉
天
心
ら
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
明

治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）、
横
山
大
観
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
画
家
二
十
六
人
が
集
ま
り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
日
本
画
の
歩
み
で
は
日
展
と
と
も
に
、
巨
大
な
足

跡
を
築
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
美
術
院
理
事
長
の
田
渕
俊
夫
氏
、
那
波
多
目
功

一
氏（
日
本
芸
術
院
会
員
）、
滑
川
市
出
身
の
下
田
義
寛

氏
な
ど
同
人
三
十
四
点
、
一
般
か
ら
の
入
選
作
六
十
七

点
の
合
計
一
〇
一
点
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
金
沢
展
の
巡

回
は
平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）年
以
来
、
三
年
ぶ
り

で
す
。
日
本
最
高
峰
の
洗
練
さ
れ
た
作
品
群
を
ご
覧
下

さ
い
。

◇
主
催
／�

日
本
美
術
院
、北
國
新
聞
社
、石
川
県
立
美
術

館
、財
団
法
人
石
川
県
芸
術
文
化
協
会
後
援

◇
後
援
／�

石
川
県
、
石
川
県
教
育
委
員
会
、
金
沢
市
、

金
沢
市
教
育
委
員
会
、
財
団
法
人
石
川
県
美

術
文
化
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
、
北
陸

放
送
、
テ
レ
ビ
金
沢
、
エ
フ
エ
ム
石
川
、
ラ

ジ
オ
か
な
ざ
わ
、
ラ
ジ
オ
こ
ま
つ
、
ラ
ジ
オ

な
な
お
、
北
國
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー
、
金
沢

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

◇
入
場
料

一　

般

中
・
高
生

小
学
生

当　

日

一
、〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前
売
り
　

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団　

体
　

八
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

�

※
団
体
は
二
〇
名
以
上

◇
連
絡
先
／
北
國
新
聞
社
事
業
局

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
－
二
六
〇
－
三
五
八
一

十
二
月
の

企
画
展
示
室

第6展示室
納富介次郎没後100年

石川の工芸教育
11月23日（金・祝）～12月24日（月・休）
会期中無休

　

第
6
展
示
室
で
は
、
明
治
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
石
川

の
工
芸
教
育
を
振
り
返
り
ま
す
。
二
〇
一
八
年
は
、
工
芸

教
育
界
の
先
駆
者
で
あ
る
納
富
介
次
郎（
一
八
四
四
～
一

九
一
八
）の
没
後
百
年
に
あ
た
り
ま
す
。
納
富
は
、
明
治
六

年
に
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
事
務
官
と
し
て
参
加
、
続

い
て
九
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
事
務
官

を
務
め
ま
す
。
そ
の
際
、
展
覧
会
出
品
の
た
め
の
図
案
指

導
書
と
し
て
納
富
が
編
集
に
携
わ
っ
た
の
が
、『
温
知
図

録
』第
一
輯（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）で
す
。
納
富
は
十
五

年
と
十
九
年
石
川
県
に
巡
回
教
師
と
し
て
招
か
れ
、
そ
れ

を
契
機
に
、
明
治
二
十
年
、
金
沢
工
業
学
校（
石
川
県
立
工

業
高
校
の
前
身
）が
設
立
さ
れ
ま
す
。
そ
の
頃
の
教
師
陣

に
は
、
相
川
松
濤
、
友
田
安
清
、
初
代
諏
訪
蘇
山
、
村
上
九

郎
作
ら
が
お
り
、
ま
た
後
に
板
谷
波
山
、
久
保
田
米
遷
、

鈴
木
華
邨
、
山
田
敬
中
ら
が
加
わ
り
ま
し
た
。
納
富
は
二

十
四
年
に
金
沢
を
離
れ
、
そ
の
後
二
十
七
年
に
高
岡
、
三

十
一
年
に
高
松
に
工
芸
学
校
を
設
立
し
、
三
十
四
年
に
は

佐
賀
県
立
工
業
学
校
長
に
就
任
し
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
明
治
初
期
に
銅
器
や
漆
器
、
製
陶
の
技
術

伝
習
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
石
川
勧
業
場
や
、
そ
の

後
身
で
あ
る
石
川
県
勧
業
試
験
場
の
作
品
、
ま
た『
温
知

図
録
』に
そ
の
下
図
が
掲
載
さ
れ
る
阿
部
碧
海
製
・
春
名
繁

春
画《
色
絵
金
彩
海
龍
図
花
瓶
》や
松
本
佐
平《
金
襴
手
官

女
奏
楽
図
双
耳
花
瓶
》な
ど
近
代
九
谷
の
変
革
期
を
代
表

す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
そ
し
て
金
沢
工
業
学
校
の
草

創
期
の
教
師
陣
や
、
石
野
竜
山
、
松
原
新
助
な
ど
、
納
富

の
金
沢
時
代
を
支
え
た
人
々
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。

阿部碧海製・春名繁春画
《色絵金彩海龍図花瓶》
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展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
で
、
な
ぜ「
漆
」を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
す
る
の
か
と
い
う
質
問
が
何
度

か
あ
り
ま
し
た
。
英
語
で
漆
器
の
こ
と
を「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
い
わ
ゆ
る
日
常
使
い
の
器
を
含
む
表
現
で
す
。日
本
で
は
環
境
的
な
好
条
件
が
重
な
り
、

漆
工
芸
が
世
界
に
類
を
見
な
い
美
術
工
芸
と
し
て
、
技
術
的
に
も
芸
術
的
に
も
大
き
く
発
展

し
て
い
ま
す
。
あ
え
て
ロ
ー
マ
字
表
記
の
タ
イ
ト
ル
と
し
た
の
は
、
出
品
作
を
日
常
の
器
と

一
線
を
画
し
た
、
日
本
独
自
の
芸
術
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
で
す
。

　

明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
漆
工
芸
の
名
品
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
展
示
し
た
こ
と
で
、
全
体

を
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
鑑
賞
さ
れ
る
お
客
様
が
多
く
、
と
り
わ
け
本
展
を
象
徴
す
る

存
在
と
も
言
え
る
、漆
聖
・
松
田
権
六
の
作
品
を
展
示
し
た
第
一
室
で
は
、平
成
十
九
年
の「
松

田
権
六
展
」以
来
十
一
年
ぶ
り
に
同
じ
展
示
室
に
並
ん
だ
、
広
島
県
立
美
術
館
所
蔵
の《
鷺
蒔

絵
棚
》と
館
蔵
品
の《
蓬
萊
之
棚
》の
前
で
、
長
い
時
間
足
を
止

め
て
い
た
方
を
よ
く
お
見
か
け
し
ま
し
た
。

　

現
在
活
躍
す
る
漆
芸
作
家
の
内
、
人
間
国
宝
全
員
の
作
品
を

二
点
ず
つ
、
そ
の
他
の
作
家
は
一
点
ず
つ
、
す
べ
て
自
選
で
の

出
品
で
し
た
が
、
開
催
ま
で
あ
と
少
し
と
い
う
時
点
で
、
山
岸

一
男
氏
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
へ
の
答
申
が
あ
り
、
急
遽

作
品
を
追
加
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
図
録
の
記
載
事
項
を
変
更
と

い
う
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
展
は
こ
れ
か
ら
二
会
場
を
巡
回
し
ま
す
。
企
画
か
ら
開
催

に
際
し
て
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
、
ご
出
品
者
な
ら
び

に
関
係
者
各
位
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

展
覧
会
回
顧

石
川
県
立
美
術
館
開
館
35
周
年

日
本
伝
統
漆
芸
展
第
35
回
記
念

Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　

伝
統
と
革
新

　

石
川
県
立
美
術
館
は
昭
和
五
十
八
年
の
新
館
開
館
以
来
、
明
治

以
降
現
代
ま
で
の
石
川
県
ゆ
か
り
の
作
家
に
よ
る
、
絵
画・
彫
刻
作

品
の
収
集
に
務
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
三
十
年
十
月
時
で
、
日
本

画
三
六
七
点
、
洋
画
八
六
八
点
、
彫
塑
二
九
九
点
、
水
彩・
素
描・
版

画
五
一
七
点
、
計
二
〇
五
一
点
と
な
り
、
全
所
蔵
数
三
九
〇
六
点
の

半
ば
を
越
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
石
川
近
代
美
術
の
あ
ゆ
み
を
、Ⅰ
．明
治
期

－

模
索
の
時

代
、Ⅱ
．大
正
か
ら
昭
和
戦
前・
戦
中
ま
で

－

展
開
期
、Ⅲ
．昭
和
戦

後
か
ら
平
成

－

多
様
化
へ
、の
三
部
構
成
と
し
、美
術
館
収
蔵
の
絵

画・
彫
刻
作
品
を
中
心
に
た
ど
る
と
と
も
に
、
三
十
五
年
間
の
収
集

の
成
果
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

主
な
出
品
作
家
は
、
明
治
期
で
は
本
県
の
後
進
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
日
本
画
家・
垣
内
右
嶙
、
梶
野
玄
山
、
高
村
右
暁
や
山
田

敬
中
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
経
験
を
持
つ
洋
画
家
佐
々
木
三
六
、早

田
楽
斎
、
彫
刻
家
で
は
木
彫
の
松
井
乗
運
、
相
川
松
濤
、
村
上
九
郎

作
等
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
活
躍
し
た
相
川
松
瑞
、
広
田
百

豊
、
伊
東
哲
、
吉
田
三
郎
、
中
島
東
洋
、
戦
後
で
は
西
山
英
雄
、
石

川
義
、
高
光
一
也
、
宮
本
三
郎
、
松
田
尚
之
、
長
谷
川
八
十
、
鴨
居

玲
、そ
し
て
中
川
一
政
や
脇
田
和
な
ど
。
多
士
済
々
の
石
川
ゆ
か
り

作
家
の
代
表
作
で
ご
覧
い
た
だ
く
、
石
川
近
代
美
術
展
の
決
定
版

と
い
う
べ
き
展
覧
会
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
覧
料（
2
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
観
覧
料
含
む
）

　

一
般　

６
０
０（
４
０
０
）円　

大
学
生
５
０
０（
３
０
０
）円

　

高
校
生
以
下
無
料

石川県立美術館開館35周年 石川近代美術の100年
企画展Topics

平成31年1月4日（金）～2月4日（月）　会期中無休

山田敬中《春秋山水図》
対幅のうち春景
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12
月
の
行
事
予
定

■
0
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

1
日（
土
）

13
時
30
分
〜
14
時
30
分　

フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会

15
時
〜
16
時
30
分　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

2
日（
日
）

10
時
〜
11
時　

フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会

■「
い
ろ
ど
り
と
す
が
た
」展 

タ
ッ
チ
＆
ト
ー
ク　

展
覧
会
会
場　

要
観
覧
券

2
日（
日
）

14
時
〜
15
時　

講
師　

西
岡
梢 

氏　
　

当
日
先
着
10
名

■「
い
ろ
ど
り
と
す
が
た
」展 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク　

展
覧
会
会
場　

申
込
不
要
・
要
観
覧
券

9
日（
日
）

14
時
〜
15
時　

講
師　

三
代
畠
春
斎 

氏

■「
い
ろ
ど
り
と
す
が
た
」展 

講
演
会
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

�

美
術
館
ホ
ー
ル　

申
込
不
要
・
参
加
無
料

15
日（
土
）

10
時
30
分
〜
11
時　

コ
ン
サ
ー
ト「
和
洋
の
織
り
な
す
夢
幻
」

　

能
舞
：
渡
邊
荀
之
助 

氏
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
坂
口
昌
優 

氏
、

　

ハ
ー
プ
：
上
田
智
子 

氏

11
時
〜
12
時　

講
演
会「
近
現
代
の
染
織
」　

講
師　

小
笠
原
小
枝 

氏

■
土
曜
講
座　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

8
日（
土
）

納
富
介
次
郎
の
足
跡

学
芸
員　

中
澤
菜
見
子

15
日（
土
）

明
治
の
人
間
国
宝
・

帝
室
技
芸
員
の
工
芸
家
た
ち

学
芸
専
門
員　

寺
川
和
子

　

今
年
も
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
名
品
展
を
は
じ
め
、
工

芸
作
品
を
鑑
賞
す
る「
0
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
美
術
作
品
を
鑑
賞
？
」と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
、
作
品
へ
の
好
み
が
は
っ
き

り
し
て
お
り
、
興
味
を
持
つ
作
品
へ
の
態
度
は
明
ら
か
に
違
い
ま

す
。
自
分
の
気
に
な
る
作
品
を
前
に
す
る
と
、
じ
っ
と
み
た
り
、
足

や
手
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
た
り
、ま
た
、指
さ
し
し
た
り
と
そ
の
年
齢

ら
し
い
、ま
た
、そ
の
お
子
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の「
好
き
」の
身
体
表
現

で
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
美
術
館
で
乳
幼
児
の
鑑
賞
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会・
代
表
理
事

の
冨
田
め
ぐ
み
氏
を
交
え
、
安
心
し
て
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
美
術

館
で
作
品
を
楽
し
む
方
法
を
ご
案
内
し
ま
す
。
今
回
、
冨
田
氏
に

よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
い
た
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、親
子

や
ご
家
族
で
美
術
館
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆「
0
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」

日
時　

①
十
二
月
一
日（
土
）十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分

　
　
　

②
十
二
月
二
日（
日
）十
時
～
十
一
時

対
象　

�

0
才
か
ら
小
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
、
ま
た

は
、そ
の
ご
家
族
。

定
員　

三
十
名

◆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト「
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
い
子
ど
も
と
美
術
館
」

　

日
時　

�

十
二
月
一
日（
土
）十
五
時
～
十
六
時
三
十
分

　

対
象　

�

0
才
か
ら
小
学
生
ま
で
の
美
術
作
品
鑑
賞
に
興
味
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

　

定
員　

五
十
名

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
り

　

鑑
賞
会
の
見
学
も
可
能

　

ど
ち
ら
の
催
し
も

講
師　

冨
田
め
ぐ
み
氏

（
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会・代
表
理
事
）

申
込　

美
術
館
・
普
及
課
に
電
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0才からのファミリー鑑賞会
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ご利用案内
コレクション展観覧料
一　般　360円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金
毎月第1月曜日はコレクション
展示室無料の日（12月は3日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

12月の休館日は
25日（火）～31日（月）

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第２展示室

平成31年1月4日（金）
 　　　　　～２月11日（月・祝） 新春優品選 新春優品選

【古美術】

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室 １Ｆ企画展示室

新春優品選
【近現代絵画・彫刻】

新春優品選
【工芸】 現代日本の書家たち

石川近代美術の100年
1月4日(金)　　　
　～2月4日(月)

石川県立美術館開館35周年　石川近代美術の100年 企画展Topics

平成31年1月4日（金）～2月4日（月）　会期中無休

松井乗運　《大和武尊像》　明治13年

高光一也　《秋Ⅰ》　昭和11年
石川県立工業高等学校蔵

佐々木三六　《石浦神社》　明治31年

友田九溪　《月夜双狼図》　大正2年

吉田三郎　《山羊を飼う老人》
昭和18年紺谷光俊　《八百屋之図》　大正3年


